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同
窓
会
の
皆
様
方
の
温
か
く
力

強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
本
校

発
祥
の
地
で
あ
る
石
山
の
岡
山
市

民
会
館
で
、
昨
年
11
月
16
日
多
く

の
ご
来
賓
の
参
加
の
も
と
、
創
立

130
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
寄

附
に
よ
っ
て
、
100
周
年
記
念
館
を

改
修
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
16
年
度

は
、
校
史
編
纂
、

校
舎
改
築
の
開

始
、
現
校
舎
の

エ
ア
コ
ン
設
置

な
ど
、
大
き
な

事
業
を
進
め
る

な
か
で
の
節
目

の
年
で
あ
り
ま

し
た
が
、
関
係

者
一
同
、
明
治

7
年
以
来
の
本

新
た
な
伝
統
の

創
造
に
向
け
て

校
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に
改

め
て
熱
い
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

母
校
が
全
国
公
立
高
校
の
雄
と

し
て
更
に
充
実
発
展
す
る
よ
う
、

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方
の
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

記
念
式
の
式
辞
で
は
次
の
よ
う

に
話
し
ま
し
た
。「
私
が
生
徒
の

皆
さ
ん
に
求
め
た
い
こ
と
は
、
先

輩
に
な
ら
っ
て
、
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
自
ら
確
信
し
、
誠
実

に
生
き
ぬ
く
こ
と
こ
そ
、
『
志
』

を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
」。

130
年
の
伝
統
と
い
う
強
靱
な
縦

糸
に
、
厳
し
い
社
会
変
化
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
横
糸
を
織
り
込

み
、「
高
い
志
を
育
む
教
育
」
を

実
践
す
る
こ
と
が
、
本
校
の
歩
む

べ
き
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

記
念
式

典
で
は
、

参
列
者
や

招
待
者
に

記
念
品
と

し
て
ペ
ー

パ
ー
ウ
エ

イ
ト
が
配
ら
れ
た
。
こ
れ
は
新
校

舎
建
築
の
た
め
伐
採
さ
れ
る
桜
の

花
を
一
つ
ず
つ
摘
み
、
ペ
ー
パ
ー

ウ
エ
イ
ト
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

校
章
に
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

て
、
永
い
間
朝
日
高
校
と
歴
史
を

共
に
し
て
き
た
桜
の
花
が
、
ぺ
ー

バ
ー
ウ
エ
イ
ト
の
中
で
咲
き
続
け

る
こ
と
に
な
り
大
好
評
だ
っ
た
。

記
念
式
典
以
外
に
も
様
々
な
記

念
行
事
や
記
念
事
業
が
行
わ
れ

た
。

〈
記
念
行
事
〉

¡

記
念
朝
日
祭
（
文
化
祭
）

平
成
16
年
9
月
10
〜
11
日

¡

記
念
朝
日
祭
（
体
育
祭
）

平
成
16
年
9
月
12
日

¡
記
念
演
奏
会
（
ワ
デ
ィ
ム
・
レ

ー
ピ
ン
＆
ニ
コ
ラ
イ
・
ル
ガ
ン

ス
キ
ー
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
）

平
成
16
年
9
月
26
日

¡

記
念
講
演
会

平
成
16
年
11
月
16
日

「
変
化
の
時
代
へ

の
対
応
と
挑
戦
」

同
前
雅
弘
氏

（
昭
30
年
卒
）

「
医
療
の国

際
貢
献
」

佐
藤
公
彦
氏

（
昭
31
年
卒
）

〈
記
念
事
業
〉

¡

『
岡
山
朝
日
高
等
学
校
の
生
い

立
ち
、
戦
前
篇
』
発
行

¡

『
烏
城
』
第
162
号
（
思
い
出
の

130
年
）
発
行

¡

『
写
真
で
綴
る
130
年
』
発
行

¡

百
周
年
記
念
館
の
整
備

¡

空
調
設
備
設
置
（
普
通
教
室
）

平成16年11月16日　岡山市民会館にて

朝
日
高
に
 

「
Ｇ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」現
れ
る
 

平
成
16
年
度
朝
日
祭
で
生
徒
の

自
主
製
作
D
V
D
「
受
験
戦
隊
G

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
上
映
、
販
売
さ

れ
立
ち
見
も
出
る
ほ
ど
の
毎
回
満

席
で
、
販
売
枚
数
300
枚
と
い
う
大

反
響
と
な
っ
た
。
こ
の
D
V
D
の

自
主
製
作
に
つ
い
て
は
、
地
元
マ

ス
コ
ミ
も
取
り
上
げ
、
3
日
に
わ

た
っ
て
T
V
放
送
さ
れ
た
。

制
作
し
た
の
は
映
画
監
督
志
望

の
角
田
吉
康
君
を
中
心
に
元
2
年

G
組
の
武
田
和
宏
君
、
西
村
洋
輝

君（
p14
空
手
道
部
成
績
参
照
）、
福

本
晃
久
君
、
吉
岡
諒
君
、
坪
井
千

明
君
の
メ
ン
バ
ー
。
ス
ト
ー
リ
ー

は
難
関
大
学
を
め
ざ
す
5
人
の
G

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
受
験
と
い
う
敵
と

戦
う
戦
隊
物
。
衣
装
や
マ
ス
ク
な

ど
小
道
具
も
手
作
り
で
撮
影
中

度
々
壊
れ
る
な
ど
、
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
本
編
の
合
間

に
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
楽
し
い
C
M
や
メ
イ
キ
ン
グ
映

像
も
。
見
る
側
に
も
楽
し
く
制
作

さ
れ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
作

品
だ
。
制
作
期
間
は
、
朝
日
祭
で

の
ク
ラ
ス
の
出
し

物
の
準
備
や
受
験

勉
強
の
合
間
を
ぬ

っ
た
約
3
ヵ
月
。

「
こ
の
D
V
D
制

作
を
通
し
て
得
た

も
の
は
？
」
の
問

い
に
、
レ
ッ
ド
役

の
武
田
君
は
「
友

情
！
」
監
督
の
角

田
君
は
「
高
校
生

活
最
高
の
思
い

出
！
」
と
、
さ
わ

や
か
な
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

校　長

柴岡　　元

岡山シンフォニーホールでの記念演奏会

ピンク
（坪井君）

イエロー
（吉岡君）

ブラック
（西村君）

ブルー
（福本君）

レッド
（武田君）

監督
（角田君）


